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複 合 経 営 と 農 業 協 同 組 合

- 複合経営を支える二つの農協につ、ての調查報告 .

常 盤 政 治

この調S 報告は，『農村と都市をむすぶ誌が企画し， 

[農林行欺を考える会J (代表者. 近藤康男東大名誉教授） 

が行った調查の一部である。 r考える会J は， 4 月27日 
月 1 日の日程で，農業における複合経営モデル地 

区の庚情調靈並びに農産物の生産と消費の新しい結合 

形態たる•■座直J モデル地区の樊態調查のため，二つ 

の農業協同組合地区と北九州市民生活協同組合の踏を 

を行った。本橋は，農業複合経営視点からの二つの農 

協地区についての分担報告部分である。 .
ニつの農協とは，兵庫県三原郡南淡町（淡路熟）の 

北阿万農業協同組合と大分県下毛都耶馬溪町の下鄉農 

業協同組合で，いずれも合併を経驗しない所属農家 

300〜400戸の小じんまりした農協である。

〔I 〕北阿方農業の複合経営と農協

4 月27日，早朝に東京を発った「農林行政を考える 

会」の一行は，明石港から淡路鳥の北端，岩屋港に上 

陸し, 大寂湾沿いの陸路，国道28号線をバスで2 時間 

平近くゆられながら，州本市，三原町ill衛経由で北阿 

万農協の玄関前に降り立った。二階の奥まった会議室 

に案内されて間もなく，組合長理事の穀内定爾氏があ 

らわれ，いろいろと説明してくれた。

穀 氏 は ，第 1 湖 （旧23. ，3) から第7 期 （旧

38. 4 -4 1，3)まで18年間連続して組合長理事をつとめ 

た初代坂本一男氏の後住として,第8期 (|lg41.4~44.3) 
から第11期 （昭5 0 .4~53*3) の今日まで，これまた10 
年は上弓I続、、て組合長理事の重贺にあるニ代目の組合 

長である。組合長としてはニ‘代目であるが，参事とし 

て北阿万農協設立当時から組合運営に参与しており，

ゴド近い北阿万農協の愿史の担い手であると共に，地 

区傻衆の指導者である。 ：■,

( 1 ) 北阿万農業の概況とその特徵 

北阿万機協所属め襄赛戸数は，昭和45年センサスの 

数字で392戸 (50年センサスでは387戸)，その耕地規模別 

構成は，栽；1 のこ♦とくであ。

〔表 1 〕 北阿万における経営耕地規模別農家構成.

40a未満 40 〜60a 60 〜80a 80a〜lha|ゅa以上 合計

122P 84 , 9 7 66 I 23 392戸

みられるように，94%が;i h a未満経営であり， 1 戸 

当り平均経営面積は6l a である6 都府県平均耕地規模 

面積（81.5^0をかなり下回る零細な経営耕地极摸であ 

るのに，專兼別農家構成では，表 2 のように，都府県 

よりも相当高い專業嚴家率およI 兼農家率を示して 

いる。専業農家率では，都府県における昭和40年水， 

に， I 兼を含めた專業的農家率（琪業+ I 兼農家/紘 

廣家声数）では，都府跟における40年段階よりもむし 

ろ 35年段階（67.8タぶ）に近い水準にある。 II兼農家率 

をもつて脱農化進展のメルクマール'と.すれば，北阿万 

における脱農化ニ農民層の下向分解の進展は,都府跟 

よりもはぱ10年後れている。 [後れているj というと言 

葉が惡いが，高度経済成長過程で，多'くの農村は脱農 

化の波にあらわれて， I【兼化という脱農化値向を著し 

くしてきているのに対し，北阿万では，なお厳然とし 

て 「農家らしい農まj 盤落の形態を保持しているぃ 

うことにはかならない。

〔表 2 〕 專兼別農家構成(％)

ト別 專 業 I 敢 U 兼

北阿万. （旧45) 20 45 35 :

都
昭40年 20.5 37.2 42.3

府 45年 14.5 34.0 61.5
，，系 50年 11.6 25.3 63.1

8 1 ( 5 s i )
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〔表3〕 北阿万農協の販売高推移と耕地利用率高度化状況（昭45〜49年)

\年次m V 及び

\摘耍 

区分\

米 穀  
主 液  

m 菜 

果 爽  

It

昭 4 5 年 4 6 年 47 4 8 ぷP 4 9 年

販 売 高 作付面積 
または飼
養頭羽数

赋 売 高 作付而格 
または飼 
養頭羽数

服 充 高 作付面群 
または飼 
養頭羽数

腹 売 高
または簡 
養頭羽数

服 売 高 作付面積 
または飼 
養頭羽数▲ ^合計に 万円

食計に 
蘇する 
割合"

万 円
仓計に 
対する 
割合

万 R 対する 
割金

万 円
甘anし
対する
割合

1 % 
4,632 5

40,963 43
2,860| 3

49,03s| 51%

ha
200
200

10
20

4,218
32.274
3,401

584
40,477

%

35
4

44

ha
200
200
20
20

6,632
29,411
11,128

843
48,044

%
6

27
10
1

44

ha
200
200
40
20

7,909
73,464
20,468

1,467
103,308

%
4

43
12

1
60

ha
220
200
60

( s r )

11*778
63,120
32,487
2,981

110,366

%
6

32
16
2

56

220
200
70

fいちこ，、 
みかんi

m 卵 
牛 乳  

肉類  

計.

23,826! 25 
21,019 22 

1,860 2 
46,705j 49%

150万羽 
1.190®  
(鶴肉）

27,006
22,426

1,813
51,245

29
25
2

56

15万羽 
1,100頭 
C殺肉）

32,726
27,442

398
60,556

30
25

1
56

1 5万羽
i,ooon

36,734
30*529

67,263

20
18

40

15万羽 
1,000頭

44,193
44,032

88,225

22
22

44

14万羽 
1,000頭

合 計 95,738!100 91,722j 100 108.600j 100 170,571 100 198,591 100

販売高合計 
の伸びホ 100 96 113 178 207

171% 175% 185% 208% 212%

延面積 410ha 426118 450ha 500ha . 510もa

平均経営耕地面積では都府県より2 0 aも下回る零細 

農ま集落でありながら，專業的農寒が今日なお65%も 

存在する北阿万農業の秘密の-^つは，複合経営による 

土地利ffl率の著しい高さにある。

北阿万の耕地面積は，水 h a ,畑 20 ha (果構 

20 h a )であるが，これらの耕地に，米を 220 h a ,水 

田裏作および畑作の組合せ作目として，白菜，甘らん， 
レタスを'70 h a ,玉葱を200 ha, いちごなどを20 ha 
作付け，利用延べ耕地面糧510 ha (昭和4が現在）と 

して，朝■地の高度利用がはかられている。したがって,
耕地の利用率は2 で，P 地の70%が二毛作，30%
は三毛作として利用されている。土地利用率の全国平 

均が100% そこそこであるのと比較すれぱ,耕地利用 

率が2 を上回っており，.注目に値する。北阿方にお 

ける耕地利用率の高度化は，近年とくに著しく，昭和 

45年 に は で あ ったのが，年々増進して49年に212 

% にまで高まったものであるという。

こうした士地の高度利H1と畜産とを結合した複合経 

営が北何万農業の特徴をなしている。

畜産関係農家は，醋農家が160戸で乳牛1,000頭,養 

鶴農家5 0戸で鶴1 4万羽，養膝農家35戸で親膝500頭 

(仔膝の生ま•年問7,500廣）をそれぞれ偷盤しており，合 

計 235戸が耕独，業のはか畜産を導入し't：いる。畜廣 

導A 農家率は60%である。

别̂地利川率の高度化とままとの結合といb 複合経営 

が北阿方農協の服壳高を着しく伸ぱレてきただけでな

- 一- 82(552)

得の安定化をもたらしてきたということができる。そ 

のことは「北阿万農協の販売高推移と耕地利用率の高 

度化狀況」（表3 ) からも, 容易に看取することができ 

よう。ちなみに，耕地利用率m % の昭和45年には-  
種農産物阪売高は，総販売の51%で，畜産物は49% で 

あったが，翌46年には，野菜の栽培ini糖の増加によっ 

て耕地利用率は1ア5% に壞加したにもかかわらず，玉 

德の病源菌ボトリチスアリ一のため，かつてない大量 

の腐敗をだし，収獲時にタダ同然の白菜を冷蔵入庫に 

よって有利に服売できたものの，米敷販売高の減少と 

相まって，耕粗農物服売高は，前年よりも9000方円近 

く減少し，その総販売高に占める割合は，44% に低下 

している。ところが，この46年には，鶴卵，牛乳の販 

売額が伸びて，耕種農産物服売高の減少を力ヴァーし， 

後者の減少率が18%に及んでいるにもかかわらず，総 

販売額の減少率は僅かに4 %にとどまったのである。 

その結果，畜産物販売額の占めるウェイトは56% にハ 

.ネ上った。この畜ま物販売額のクュイトは,挑池利用 

率が185% にまで增進した昭和47年にも引き統き維持 

されている。しかし，48年には.，玉葱が記錄的な尚値 

で推移したたや，前年の2 .5 倍もの販売額とな'り，^  
糖農産物服売額が60% のウェイトを占めることになゥ 

て，击物販売額のウュイトとの関係を逆転させた。 

49年には，造千そのクょイトを減じたが，耕種農座物 

販売額のク- イトは5 6 % ,畜産物のクエイトは44%と，

^  レ !̂ îjiaiirr~rr-.'-i7------r.，-， ，，，.，i -------- ------ '  ’ ’ ’ •T パ： < ■ , 、’ - む" ぅ 、 v
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複合経営と農業協同組合

ちょうど46年における両者のク;r•イトのIE逆転関係が 

成立している6 
45年から49ギまでの4 年間に，北阿万農協の農産物 

販売高は2 倍に増加し，耕地利用率の高度化によって 

延丽積は24%増加している。この耕地利用率の墙進は, 
ま3 のように，野菜の作付面糖の年々の地加として示 

されている力’;，それに照応して，野菜の販売高が，そ 

の絶対額においてだけでなく，総販売額に占めるウュ 

イトにおいても着卖に增進していることが注1:1される。 

野菜の作付面積10 h a の45年には，総販売額に占める 

野楽の割合は僅かに3 % にすぎなかったが，年々その 

クエイトを墙し，49年には， 70 h a の作付面積への增 

加を示すと共に， の販売高ウイトを示すに至っ 

ている耕地利用率の高度化が,着突に廣業所得を上 

昇せしめる耍囚であることを如実に物語っでいるとい 

えよう。北阿万農業が，，都府県平均をかなり下回る零 

細経営規模でありながら，脱農化= 下向分解において 

都府県の昭和35年段階を堅持しているゆえんであろう。 

SO年センサスでも，幾家戸数ほ387戸で，45年の392戸 

より5 戸減っただけである。 5 年間の農家戸数減少率 

は僅かに1 .3 % である。同じ5年問における全国の農 

家戸数の減少率が8 .3% (都府県8% ) であるのi  くら 

ベて，北阿万における農家戸数の減少率がいかに少な 

いかがわかる。2 1 2 % という跳地利用率高度化の上に， 

[米 . 玉進，白菜」の輪作を基本に，黯農，養鶴，養 

厥を組み合せた複合経営による農業所得確保の成果と

いぇょう。

(2 )北呵万農協の複合経營促進事業とその限界

こうした複合経営を推進し支えてきたのが,北阿万 

農協にはかならないが，その指導的事業の足跡をふり 

かえってみると, 次のごとくである。

まず，昭和24年，1?果物統制が全® 的に解除され， 

商社の乱立によって玉葱市場が混乱状態に陥るや，北 

阿万農協は，玉葱の値動きを見極めながら，指導方針 . 
として吊込を奨励し，共同出荷販売に重点を置、て⑩

青綿の玉蔽として览京，京阪神，九州に進出し，当時 

の玉毅プームを満喫し， •■尺祝Jの活況をもたらした。

旧和27年には，爱類の統制撤鹿を契機におこった「農 

業協同組合協同販売休制础立運勘J のなかで，地区麦 

類の80%を確保し全而委託の販売方法で，農業倉庫 

に一時保管して時期的服売をした結来，政府の保証価 

格より1 银当り200円高く有利に販売するととができ 

た。旧和28キこには，農業経常の合理化を因るため，農

豕副業として酪農養鶴の奨励に努め各糖共進会を6 回 

も開他し，29年には, 與作業の機械化時代に即jtg;して 

組合に新しく耕転機3 台を設置して鳥作業の共同化に 

役* たせ， 30年には，地区の玉教の共同防除の徹底的 

実施を指導して好成績をあげ，耕寂機，1：̂捐機を増設 

して共同作業部を設置している。31年には，乳業会の 

反対に抗して，激農振興のための集乳所を開設し，日 

量17石を染乳して有利に販売している。32年には，牛 

乳処理所を処置して，児童の体位向上のため学枝給食 

の牛乳を供給しまた，農協牛乳（10円）を発売して 

人気を博した。

昭和34年には，舆‘業会館の建築，有線放送施設に着 

エしてこれらを完成すると典に，元の事務所を購買店 

鋪に改装し，鮮激，精肉をはじめ取扱品を大幅に城大 

して，セルプサ一，ダイスによるr農協マ^ケ ッ ト J に 

一新させている。

35年には, 「貧乏したけれぱ鶴を飼えJ と！̂でいわれ 

てきた養鶴を「儲かる養鶴J に指導すべく，モデル養 

鶴場で1 万羽の揉卵鶴を飼養して「仏か、る養鶴J ネ実 

証してみせている。38年には第1 次構造改善事業によ 

って玉兹冷蔵鹿，集荷所のXt!設に着乎，玉葱冷蔵旗の 

設置によつ て冷蔵主截16万箱を取扱う貯蔵と販売を合 

理化し，39年庇の3 月には高値を迎えて有利に服売し 

ている。39年度にはまた,碟耕温室,鶴卵集荷所•育雕施 

設の拡張,従業員住宅參の新増設を行っている。40年度 

には,新平乳処理場を完成させると共に,牛乳の服売強 

化を計るため，丸北商事株式会社を設* ( 昭. 41 . 3)  
している。41年度には，冷蔵玉複の販売で価格上昇の 

恩恵に浴し， 20 k g 当り 700円 （冷蔵玉德大玉）という 

靖算成果をあげると共に，全®養鶴農家を恐怖に略れ 

たュュ一力ッスル病大発生の被書を避けることができ, 
高卵価に恵まれて養鶴農家を5 6 戸にまで增加させ，

•'養鶴jg與三ヶ年計画j による養释希望農家を統出さ 

せた。42年には，I?菜指定産地事業として玉翦冷蔵庫 

と集荷場の建設に着平し，貯蔵容器500 k g t jソテナ 

を考案，実用化に成功するはか，乳牛育成牧場(100頭 

収容，草地5 h a ) ,伊貧肝育雕場（4万羽規模）の建設に 

着手している。.44年には，玉葱選来撒を導入し，また， 

12S0頭にまで増加した地区乳平の牛乳処理工場を合理 

化して平乳の拡売を推進すると共に,メ ロン温室2 棟 . 
を建設して試験栽培に着手し，45年には，メロン温室 

10棟を追加建設，46年には併資财綴鶴0 地の建築をは 

じめ（47年嫂± , 同年9月事業開始)，牛乳工場の冷蔵域 

を新設している6'

83(5<55)
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このはか，士地基盤整蹄ボ業として，西の山棱t園地 

10 h a と道路697 m が一次構で昭和39年に，二次構で 

は46年にあみだ池が，47年には，薬師池区の14町が 

土地基盤整備を突施している。

それだけではない。舉業的廣家としての存立可能限 

界規摸が上昇するのに対応するため，農家労働力によ 

る付加価値生ま部門として，北阿方農tなは，製材工場， 

工作工場のほか，加工第-"課に，食鳥勉理場，共同作 

業部，醋造部，そして加工第二課:に製菜製バン工場を 

もち，管理課には理髮所までほいている。このような 

職湯に牛乳処理工場の従業員などを合せると，農協の 

総職負数224人中ISO人が，加工関係に従事しているこ 

とになる。北阿万農協の加工関係従事者率は約に 

及ぶ。ここに所厲農家400戸足らずの北阿方農協に224 

人もの農協就業者のいる（2 戸に1 戸は;S 協勤務農家と、、

う割合）秘密がある。

北阿方fe協は, 孰•地利用率の高度化に畜産を組み合 

せた複合経営を推進. 指導して,これをまとるための 

諸事業を行うだけでなく , 農民層の下向分解基軸の上 

昇化にともなう脱廣化方向に対して，付加価値生産部 

門をもつことによって脱農化を防遏しているのである。 

しかし，たえず所得の増大を追求せざるをえない今日‘ 
の経済事情のもとでは，それも愈々限界にきている感 

なきをえない。より一層の農業所得の増大のためには， 

平均 61a規模の複合経営ではもはや限界がみえており， 

"近隣地区の裏作休朝を借りて麦作をやるうか？

と農協ぎ年部に提案してみたが，体力的に無理だとい 

うことになった" と穀内組合長はいう。

かくて，穀内氏は，加工品販売段階での農協相s i間 

の横の共同提携の!^、耍性を説く。たとえ#  ,渠まや醋農 

産物の販売につ、、てこれらを作っていない農業地区と 

の農協を媒介とした売買提携があってしかるべきだ， 

という。また， " 協同組合の [協同J とは r協働j で 

なけれぱならない。農民は，こ の 「協働】に覚める 

必要があり， 3 人でも4 人でも, まとまって「協働J 

する-j t i同経常ができることを頼っている。しかる*̂こ， 
樊情は，たとえぱ,-や不足のため離農の可能性のある 

4 〜 5 戸の農家の耕地を農協が受託耕作してやろうと 

すると，これに批判的な農家がいる，，と欲く。この辺 

に，# 地利; n 率の高度化とま産の組み合せによって， 

全農家丸抱え的に複合経営を安えてきた北阿万農協の 

指導方針に服界がのぞいている'とみるのは誤りであろ 

うか？

組合員農家をだf る最大の販売?if業として，北阿万農

協が玉葱、共販を中，b に，品質の自主檢查に徹し， 2棟 

600坪3200トン収容の産地貯蔵冷蔵庫を擁して,市場流 

通情報の収染とそ、の分析•判断にもとづいて出荷調整 

を行いながら産3l!i出荷コストの引下げをはかり，"産地 

のれんこそが「共販の生きる道Jであり, ホ' ームグラン 

ドであり指定席である"との理念のもとにま教主摩地 

形成をなし，平乳，鶴卵の直服によって農家手取高を 

増大すべく，利用，力n X 農工の振興によって17億14 
58万円もの，利用 . 加工事業実績（49举）をあげて北 

柯万農業の複合経営を支え，脱農民化を防遏してきた 

ことは，まことに敬意をますべき'もので，高く評価さ 

れなけれぱならない。だが，それが際限のない"より 

' 一 ■層多くの所得を" という基本的に資本主義的な志向 

に沿うかたちで行われるかぎり，農工間の資本主義的 

不均等充Mの法則と農業生産の特質からして，農家丸 

抱え方式にはおのずから限界が生ぜざるをえないから

である,

[ K ]  T 鄉農協と複合経営の理念

‘4 月29 日，休日にもかかわらず，われわれの踏査に 

同行された山ロ大学山本陽三教授の案内で，博多を出 

発。途中，下郷農協について許しい同教授から，下鄉 

農協の成立過程および北九州市民生協とのf産直J 関 

係などについ't レクチュ ア一を受け，ときどき台風の 

到来かと思われるほどはげしい雨の降りしきるなかを， 

日田市経由で，大分県下屯郡耶馬误町大鳥の「下鄉農 

築協同組合J の-着板のある建物の前に着いたのは，午 

後 3 時を過ぎていた。別棟9 二階会議室に通され， 

fc合長から.，下鄉農協成立情と今日までの推移 

を聴いた後，同撒した玉麻吉丸参事と共に，われわれ 

の賀疑に応答してもらった。その後, 奥組合長は，わ 

れわれと同宿され，夕食前から深夜にわたつて質疑に 

応じてくれたのである。

( 1 ) 山村農業下の下鄉農協のおいたちと展聞

耶馬揉農業は，山国川水系の山村農業で，

として焼畑農業もやっていたはどであるから，水III面 

積は極めて狭かったし，現在も少ない0 
現在，下鄉廣協のEl組合員は314人, 準組合員40人 

であるが，所腐農家戸数は2明戸，耕地®軟は，水® 
70 h a ,細30 h a ,樹園地10 h a ,飼料畑50 h a ,举地 

15 h a ,その他20 h a , という構成で,水HI率は 36% 
にすぎない。したがって，現在でも1 戸当り平均水山

84(584)
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面積は25aでしかない。

農地改本前には, 山林地主と酒屋*吳服業の癒着し 

た地主層の支配下にあり，僵民の多くは小作人兼林業 

労働力であった。小作地が入り組んでいて，土地所有 

者の数が多いことをもって特懷としていた。農地改本 

当時，料地2OGha中 80 haが解放されたが，その関係 

者数は，地主260人，小作人360人であったという。

小作人は，水田で支配されながら，炭焼き，林業労 

働者としr 支配されてきたから，土地に対する要求も 

極めて強かった。1 0 a 当り7 儀とれれぱ豊作という水 

fSの小作料が4 '5〜5懷であったというから，70%近い 

小作料率である。こうした超高率小作料の重圧下にあ 

っただけに，農地改恭をめぐる階級闘争も烛烈になら 

ざるをえなかった。地主は，分家をだすことや遗言 

をタチにとって土地所有を守ろうとした。 そうした 

俄烈な農地改ふ*1̂めさなかに，農業会の保管していた米 

の横流し事件が発覚した。これを日農傘下にあった農 

民組合が追求することを契機に，村民大会を開き，農 . 
民組合が主体となって，業協同組合を設立することに: 
なった。各部落から，農民組合員をホ心に充起人が透 

出された。設立準備会では,下鄉村全農家が加入する 

はずだった。ところが，設立総会を開いてみると，地 

主勢力の切り崩しにあって，2 / 3 の農家が脱落してい 

ることがわかった。やむなく，残りI/3の農家，106名 

たけで，昭和23年 5 月に設立することになった。これ 

が下鄉農協の発足である。

数ヶ月遅れて，地主勢力主導のもとに，切り崩され 

た 2/3の農家を集結して，下鄉第1 農業協同組合が設 

立された。一つの村にニつの農協が成立したのである。 

当然，農業会からの財産引き継ぎについて，財摩*分割

複合経営と農業協同組合

ものI E 組合員を擁すにる至 っ て い る0 
下郎農協発足当時の旧和20年代は，食糧増産の時代 

で ， む ろ ん 燃 料 本 t ^ r U 前 で あ っ た か ら , 農民は，零細 

耕地に食糧穀物を作り，廣焼きに情出 し で い た 。 し た  

がって，農協としての加:！:事業も，まず，體油工場を 

はじめ，次 い で 米 .ま持参の受託加工事業に着ギす る  

と共に，きうりのモロミ清をはじめる程 度 で あ っ た 。 

このようにして展開L た下鄉農協の活勘に，下鄉の嫌 

城地区に入植してきた 開拓農民が一大転機を与えるこ 

とになる。

この開拓豊民は，昭和27年に長野県伊■那地方から入 

植し，山林をきり拓いて蔬菜，タバa の栽培んどには 

げんだが，耕種梟業では経営不安定なめで，開拓組合 

長の判断で酪農主体の農業に転換してゆく6 昭和30年 

頃のことである。われわれが訪問したH家も，現在は， 

近代的な流化式牛舎で乳牛28頭 （ぅち掉郛牛26頭）を飼 

養しているが, 昭和30年に1 頭の乳牛からはじめてい 

る。酪農について全くの素人であった開拓農民は，黯 

廣のィロハから勉強しながら， 馬漠鉄道白地駅まで 

40分はかかる道のりを，早朝，牛乳を肩に背負って進 

搬したという。この嫌城の開拓農民の姿に刺戟されて， 

醋農について素だった鎌城の農民にできることがわ 

れわれにできな\；、ことはない，と地元の農民も酪奥を 

はじめるようになったといわれている。

しかし，当時の牛乳の販売条件は良くなく，す べ て  

賀取り乳業会社のいうがきまで，納乳してから2 ヶ月 

後でなけれぱ代金が支仏われない ，という状態だ った 。

鎌城の農民は，昭和30〜31年は，前醋農に納乳してい 

たが，32年には日田黯農に贩売先きを変えてみたが， 

条件は似たりよったりであった。そうこうしているう

が問題となづた。下鄉農協は倉まと金雄だけを継嚴すちに下鄉農協と接触するょうになり，33年からは下鄉 

ることになるが，この倉庫を獲得したことが：i •敷料収農協を通じて販売するようになる„ ，

入源となり，下鄉農協のを足当[辱の黑宇要因となり， 

その後の展開の経済的塞盤となる《第 1 農協の方は, 
初年度から赤字の上に，供出米の割当てなどをめぐる 

零細農家の不満がつのり， 1人2人と次第に下鄉農協の 

方に力入してくる者がふえ，下鄉農協の徹底した民主 

的運営とr親身な営農相談j が評判となって，組合員 

が増加し続けた。かくして，今日では発足当時の3 倍

鎌城の開拓農民は，敌挪の長好県伊那を発つとき， 

「下鄉農協はアカだからつきあうなJ と当局から警告 

されてきたという。それとも知らず, 奥組合長は，每 

月山坂を登ゥて鎌城に行き,何かと営農相談にのっ 

たり，わらびがゆの作り方などを教えたりして'接触し 

ていた。こうした堤組合長の開妬農民へのあたたかい 

接触、から，肥料，辅いも資金の融資なども受けるよう

^ 纖協がそめ民主的連営にいかに心をくだいているかは，'たとえは’，組合員；Ift家にわかるようにとの配虑から，辟商の貸 
仏-対照-までは「現金j . rほ‘金J . r当座的貯金j などとするところを，それぞれr 3 月31日に金旗のなかにあった金j • 

f 3 月3;I日に組☆が信連，銀行に®けてある金J , r皆さんから組合がぼかっている普通貯金j などしておしているとともに 

もうかがえよう。塊 #功 r地域労働条件を生かした農業生産P組織化_ _ 大分県下挪廣協.兵g 県北阿万農協の变践から学 

ぶ一一'J 0■廣藥協同組合JI第22春8母）参照。

'■~：™ 8 5(5ぶ5 ) ——
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になり，鎌城の農民は，昭和33年には，道路建設のた 

め30万円を下鄉藤協から借り入れるまでになっていた 

のである。 .
このようななかで，下鄉農協に牛乳を納入するよう 

になってきた赚城の農民を，劣悪な販売条件に放置す 

ることはできなくなった。そこで，m分達で牛乳を売 

ろうと考え，下鄉襄協は，昭和33年に， r新農村建設J 
資金30万円の補助を受けて，III乳所を建てた。しかし》 

牛乳処理施設は自力で建てざるをえなかった。 温殺 

茵設備の建設は「新農村建設J の助成対象とされなか 

ったからである。山村での牛乳処理はでさない，とい 

うのがその理由であった。しかし， I■保健所の許可さ 

えあれぱ，営業はできる。県の補助金がないからとい 

って，このまま乳業会社に売っていたのでは，鎌城の 

蘭農はつぶれる。なんとしてでも自分達の手で売らね 

ぱならないJ と，下鄉農協組合員の10% にすぎない諮 

農家のナ̂ めに，農協の経営的危険を犯すことは間題だ 

という組合員を，討譲の末，説得した。かくて，.35：斗 

の牛乳を石油バーナーで旭理し,手でピンゾメという 

大時代的な処理所をつくって出発した。

都市の労働者‘ 消費者に新®^な牛乳をとどける心情 

をあらわし，労農提携にちなんでr労農牛乳_ 1と斜う 

ち，北九州市の労働組合の協力をえて，労働者の職場 

を適じて販売した。し力、し，職場では需要量に安定性 

が'なく，また集金上の問題などもあって，運賃がでる 

のがせいせ‘いだった。労働組合では，組合員の自宅を 

紹介したりして協力してくれたが，配達先が分散して 

いるので10円牛乳という低価格だったこともあって， 

採算がとれなかった。

そこで，農協組合員の部落常会で，人的つながりを 

通じての服売という着想が誰からともなく出され，北 

九州ホ在住の親類• 縁者の名前をあげ合い，160〜 170 
人の名簿ができた。配達の便宜上，これらを小倉地区 

だけにしぱって，約 100名を販売先对象とし， 1 人 5 

本以上の需廣にまとめてくれれぱ，新鮮な正真正銘の 

牛乳を配達する，として，與組合長以下摄協役職員が 

小倉の消費者を戸別訪問して買付先を確保していった 

のである。昭和35年頃のことである。

f労農牛乳_ !を買ってくれる消費者には，果実,里 

いも，たけのこ，その他tUの野速を，旗まれれぱつい 

でに持っていってやるようになり, 七夕用の竹独まで 

酣達してやるようになって， r労農牛乳Jの政路は政々 

拡大していった。牛乳の服売ルートにのって，果奨や 

野業もまた耍請されて販路を拡大していった。農協が

この要請に応えるために，廣家からそのときどきの季 

節の好菜を買上げるから，褒家は糖々雑多の季節的作 

物を作れぱ，量の多少にかかわりなく，次々と農協に 

買取ってもらえる。

とうして，ヴ鄉農業の複合経営の合理性が深められ 

るようになり，複合経営を支え堅持する墓盤が固めら 

れてきたのである0S ：.

( 2 ) 複合経營の発展とその理念

牛乳の販略に乗せて，野菜などの耕糖農産物の販路 

の拡大を展開し，複合経営を推進していることは,前 

述の通りであるが， t こでの複合経営の作目の特質は， 

ハウス栽培といったかたちの，季節はずれの，あるい 

は享節を見失わせるような野菜の栽培は絶対にしてい 

ないことである。たとえぱ，レタスは春と秋だけで,そ 

れ以外め季節には無い。ハウス施設にもとづく野菜を 

消費者から要請されても"無い物は無い" といって決- 
して応じないのである。 ハ ウス農ま物は自然の生態系 

をゆがめ't：いるものだから，それ自体，本来の農産物で 

はない，という立場に立っているのである。牛乳の容 

器の大きさも， 1 パックの大ぎさは200 m lに統さ  

れており，い:b ゆる大型バックは一切採用していない。 

200mレくツ ク1 筒で， 1 人の必耍滋養韋を充分満しう 

るのであって，大型パックは，独占的乳業会社の，売 

らんかな主義の販売政策以外の何物でもないとの貝■解 

にもとづいているからだと，いう。 .

下鄉農協の推進している複合経営は，ただ単に農業 

所得もふやしさえすれぱ良いという考えにもとづいて 

いるのではない6 自然の摂理に基礎を置'^、た本物の新 

鮮な農産物を，消費者に供給することこそが農民の務 

めだ, という理念に立脚しているのである。だから， 

ただ単に農産物商品を売るのではない。都市の消費者 

に農民生活と廣業を知ってもらい，人間関係の紫りの 

上で,廣民と消費者が人間的理解と交流を行うことに 

はかならないというのである。こり考えが，「労農牛 

乳]の販路拡大にっれて展開された乳業会社の妨言を 

ハネ返したのであった。

複合経営農産物供給を伴った「労農牛乳Jの販路拡大 

によってシ 7 を狭められた乳業会社は， [労農平乳J 
は牛乳処理施設が不備で不潔だという妨害宣伝を行っ. 
た。これに対し小倉のレ労農牛乳j 消費者集0 を， 

農まへ泊りがけ•でヴラビ狩りに招待し，牛乳処理過殺 

の実際や農家の喪態，廣民生活を知ってもらう（と同時 

に都市生括の内奨を対話を通じて学ぶ）努力を糖極的に原
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経営と農業協同組合

開したのであった。こうした人間交流をもう10年以上 

も続けているという◊ かくて，大乳業会社のセールス 

. マンは，？ほ費者から"宣しい。あなたのととろの牛 

乳を買いましょう。その代り，同時に，下鄉農協のよ 

うに，野菜も果実も七夕の彼ももってきてくれます 

力、"といって逆襲され撃退されてしまうようになった 

のである。

こうした努力と信頼にもとづいて，北九州市への農 

産物販路は拡大の一途を迪り,拡大した北九州市民生 

協（組合員6,000名）に，牛乳をはじめ複合経営廣産物 

を供給するには下鄉i i 協だけでは供給力の不足が生じ, 
⑩接の耶馬溪農協，山国農協，本耶馬溪農協と提携し, 
昭和50年 6 月力、ら，耶馬漠地II：農協産直協議会を結成 

して，産直賊菜栽培を通じて，有沙農法的複合経営を 

定着せしめている。

同協議会力、昭和51年 3 月，1000枚を刷って所属農家 

に配布した•'産直®?菜栽培一覧まJ を示せぱ表4 のご 

とくである

みられるように，各作目別に，播種 . 言苗期，定植 

，生育期，収樓期および施肥塞準などを細かく示し， 

栽培には•■必ず有機質を入れ，化学肥料を少く使い健 

康に育て，農薬は全滅のおそれある時丈使うj と指導 

し 「有畜複合経営で産直野菜を増産し地城農業を発 

展させようJ 「自給優先の生活と生産で食糧自給を高 

めようJ というスローガンを掲げている。

こうした有機農法的複合経営は，消費者の要求を把 

握できるような余裕ができるようになって発展してき 

たものだという。すなわち，都市の消費者に，昭和30 
年代後半から田舍をこいしがるような雰旧気ができ， 

農薬問題も意識にのぱってきて，消費者自身が食物に 

気をつかうようになっ"Cきたことがわかるようになっ 

て，複合経営の合现性の理解が深められ，農民と消費 

者の交流のなかで，日本農業の在り方を学ぶようにな 

っすこ, と奥組合高は説明する。

现在，下鄉農協所属の農家の:#兼別構成は表5 のご 

とくであるが，水田経営規摸の狭隙性の割に，ギ業農 

家律18%と，都府県にくらべて高いのも，こうした複 

合経営推進の結果といえよう。

.〔表 5 〕

一  

対ほ；

する農用

下鄉農協新厲jg家の専:ま別樓成

\別 構 成

旧 \  
地親模\

專 業

1〜3ha

兼

51p(lS%)39p(U%)

0 ‘7 〜 lha

n m
190 戸(68%)

0,7ha未満

さすがに，前述の淡路鳥の北阿万與協地区の漠寒農 

家 率 （表2 参照）はどではないが,北阿方では , 水 tH 
率91%であるのに対し，下鄉では36 % ,したがって， 

北阿万での水田平均経営規模が（51aであるのに対し， 

下挪では，2 5 aにすぎないことが考慮さるべきであろ 

う。

ところで，下鄉での特徴は， II兼殺家が68%を占め 

るほどその極端な零細M地媒樓であるにもかかわらず, 
離村脱農化がはとんどなく，農家戸数の減少がみられ 

ないところにある。典型的な山岳農業経営であるから， 

都府県における一般的頼向としては，離村脱農化がす 

すんで過赚地帯となるはずの山村でありながら，日本 

経済の高度成長期にも，はとんど举家離農が行われて 

いないのである。ここに下鄉における複合経営の真髓 

があらわれている。 "いかに農地の高率利用， 畜産 ‘ 
酪農による複合経営を推進するといっても，耕池規模 

に服界があるかぎり，零細農家は兼業化せざるをえず, 
兼業化の延長はやがて举家離農につながってゆかるざ 

をえないのではないか"とのf t 者の質問に対し，"そう 

いう考え方から，政府は基本法農政以来，規模拡大を 

提唱し，多くの殿業地帯では主産地イヒし単作化して拱 

摸拡大を行ってきたが，それで果して問題が解決され 

たか？ 農業所得だけで生括してゆくためには，農民 

は益々なお一層の規模拡大にられ，ついに果てるこ 

となき規模拡大の派沼のなかにあえいでいるではない 

か。われわれは，そうした規模拡大が問題の解決にな 

らないことを知っている。だから，各農家の条件に見 

合った複合経営を各個別農家めなかで推進してゆくこ 

とが奸醫なのだ。むろん，下鄉でも兼業にでている農 

家は多い。，し力、し，それは農地を放棄しての兼業では 

ない。農地を複合経営によって豊がに最高度に利用し 

て本来的農業生ま手段として次代に引き継ぎ，農業を 

継続してゆけるための生活資金を得るためルこその農 

外兼業なのだ，,と玉麻参事はいう。裏作を放棄させた 

り，単作的規模拡大化の農政に対する決定的な批别で 

ある。"彩t地規模がぎ細な山村だから,亭主が農外に 

働きにでるのはやむをえない。だが,主婦までがでる 

-のは問題だ。牛を飼っていなければ，米を作っていて 

もその農家は脱殷家の内容となりつつあるとですよ。 

主婦が農外兼業にでても，ここらあたりでは，せいぜ 

い年間40〜50万円の所得で、す。この程度の所得を野赛 

と牛を飼って得ることは可能だ。そうすれば，まにお 

って，育-児 ♦教育など，主婦としての役割をもあせる。 

菜と牛で主婦を家庭にくびることができれば，廣業
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の荒鹿だけでなく，家庭の范鹿も防げる。下鄉の複合 

経営はそういう意味を持っているとですよ’’と奥組合

長は言い添える。

下鄉の複合経営は，たんに農業所得の増加のためだ 

けではない。自然の生態系にそった有機農法によって， 

無害で新鮮な農産物を都市の消費者にとどけるという 

役割を果しながら，農湖^地を本来的生産手段として豊 

かに腾生させ巧生産して，これを次代にひきつぐ，と 

いう理念によって貫かれている。それが，現実ぱなれ 

した観念でなく，現実の着実な複合链営椎進のなかに 

賞徹しているところに迫力があり，企業的な規模拡大

のみに農業問題の解決を追い求める考え方に対する現 

実の批判となっている。

〔附記〕「農林行政を考える会j の行ったとの調查 

報の全体は， ["廣村と都市をむすぶ農協J という⑩ 

集として*■幾村と都市をむすぶ』No.. 302 (197辟 

7 月号）誌に発まされている。小稿は，その際， 

編集上の都合や割俊せざるをえなかった部分を後 

元して，若千の補筆を行ったものである。

‘、 ■ (経鮮部教授 )
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